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庄原自治振興区だより 
      第 184号  令和 4年 2月 21日 発行 

1 月 11 日(火) 理事・総務企画室合同会議報告 

   

    
 

 

    

(1) 防災訓練の取り組みについて 

⬥日 時・・・・・・・予定日：R4 年 3 月 6 日(日) →1/17 自主防災本部役員会で延期を決定 

(2) 上野池クリーン作戦の取り組み(上野池周辺の不法投棄ゴミ収集) 

 ⬥日時：R4 年 3 月 29 日(火) 13：30 ～⬥参加者：自治会長･公衛推関係者及び事業賛同者 

⬥庄原まちなか観光会議から依頼(瓢山周辺の低木樹木・ツツジ・椿などの伐採協力)について 

 ・本区職員及び有志自治会長により、ボランティア協力を行う 

  ・庄原まちなか観光会議(旧庄原観光協会)から、庄原市⇒広島県に伐採許可を申請・許可済 

※1 月役員会は新型コロナまん延 
防止対策の為、中止としました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大黒上自治会 

西下自治会 自衛消防団初訓練 

新道上・下自治会 



 

 

 

 
今から約 120 年前、日本が国家の運命をかけて戦った帝政ロシアとの戦争がありました。国

民大多数の熱狂的支持のもと戦われた戦争ですが、軍部は必ずしも勝算があったわけでなく、戦
費も日清戦争の約 10 倍(当時歳入の７倍)で、増税だけでは追いつかず国内外(英･米)の国債にたより
ました。陸軍は、朝鮮から満州(中国東北部)に進出して各地でロシア軍を破り、明治 38(1905)年
には旅順を攻略し、3 月 10 日には奉天の会戦で勝利を収めました。海軍も黄海でロシア極東艦
隊を撃破し、5 月 27 日には日本海海戦で、バルチック艦隊に圧勝します。 
奉天の会戦で勝利した満州軍の騎兵第一旅団に、永沼挺進隊という部隊があります。 
奉天会戦の表彰は、会戦終了後の 3 月 20 日付ですが、永沼挺進隊だけには、奉天入場式(３月

15 日)前の 3 月 13 日に感状(軍の感謝状)が授与されています。編成は、隊長・隊本部及び中隊長
2 名と騎兵 3 個小隊を、騎兵第 8 連隊(弘前)、騎兵各 1 個小隊を第 5(広島)・第 13(習志野)・第
14(習志野) 騎兵連隊から差し出して構成され、敵背後かく 
乱を目的とする、純然たる攻撃部隊(全員騎馬)です。 
明治 38 年 1 月 9 日、内蒙古(蒙古東方地区)より出発し敵

背後に迂回潜行して、踏破距離約 2,000 ㎞、零下 30 度の

厳寒期に 75 日間の長期作戦を遂行し、3 月 28 日解散式を
迎えました。この間、2 月 11 日夜間行進で近接、敵の鉄道
守備隊を急襲して敵輸送動脈である、東清鉄道(後の満州鉄道)

鉄橋を爆破し、戦場離脱間追撃する敵騎兵隊と反撃の大激戦
を行い敵を撃退しました。 

その成果は、敵総司令官の状況判断を誤らせ、奉天決戦の
重大時期に、敵騎兵集団の主力や総予備兵力を戦闘正面では
なく、後方警備に転用させることに成功しました。 
 このように騎兵兵科本来の運用に基づく、機動打撃による
戦略騎兵として運用されましたが、秘密作戦だったため作戦
記録が公刊されず、また、日露戦終了後もその行動が秘匿さ
れ、永らく世に知られる事がありませんでした。 
もちろん『ひろしま師団史』(S44.海田市修親会)にも記録が

ありません。この挺進隊に参加した第 5 騎兵連隊(広島)の１
個小隊は、内田登少尉以下 25 名です。 
中隊長は、浅野大尉(騎兵第８連隊＝弘前)で、中隊は３個小隊編成です。峰田町出身の‟尾関栄三郎

１等卒”は、内田小隊の一員としてこの作戦に加わりました。 
挺進隊は、鉄橋爆破後の撤退行動中の 2 月 14 日午後 4 時頃、宿営準備中に敵の砲撃を受け応

戦します。午後 6 時頃で日没となり乗馬追撃に移るなか、浅野中隊はまたもや左前方より敵の砲
撃と小銃射撃を受けたため、敵陣地に向かって突進し敵を蹴散らすものの、すぐ前方の新たな敵
と遭遇し、月下(午後 9 時～午後 10 時)の乗馬逆襲に移りますが、コザック騎兵も反撃して両騎兵は
文字通り正面切っての激突となり、続いて白兵による乗馬格闘戦となりますが、この月下の乗馬
襲撃戦は、浅野中隊長が戦死したこともあり、勇戦状況がよくわかっていません。 
当時の騎兵は、日本軍が馬も人も小さく貧弱なのに対し、相手はドン・コサックと呼ばれる世

界一大柄な馬と、生まれつき馬を乗りこなして育ったコサック騎兵で、我が方の苦戦した様子が
うかがわれます。この戦闘間、尾関 1 等卒は中隊長の命により戦闘斥候として行動しますが、戦
闘終了後浅野中隊長が発見された付近で、遺体として発見収容されました。内田小隊では、内田

少尉以下動ける者がわずかに６名という激闘ぶりでした。(『あゝ永沼挺進隊』上･下巻(原書房)) 

ちなみに、『英霊芳名簿』(庄原市)の本田地区戦没者名簿には、「騎兵 1 等卒 尾関栄三郎 内蒙古  
明 38.2.14 戦死」と記載されています。 
 
 
 
 

 

 

シリーズふるさと歴史文化散策 近代 2 

《 明治の郷土小話：日露戦争に従軍した庄原地方の一兵士 》 

次回は、庄原市無形文化財、民謡「敦盛さん」についてご紹介します。 お楽しみに…。 
《 文・構成 庄原自治振興区 歴史文化継承委員会 》 

陣没軍人軍馬追悼之碑(広島駅北二葉の里) 



8日(火) 理事総務企画室合同会議 13：30～  

15日(火) 環境美化防犯パトロール 9：00～  

      (本通・下本町・新道上・新道下の各自治会長) 

22日(火) 役 員 会 13：30～  

毎週 1回 青少協防犯パトロール 16：30～  

 

 庄原自治振興区他 6 機関・団体で結成した「庄原花のまち応援隊」により、「まちなか」の賑

わいづくりに向けて「花のまち」をコンセプトにスタート。 

四季折々の花を植栽した 300 個のプランターを設置し、多くの内外の皆様に接していただ

く「花と緑があふれるまちづくり事業」に対して、事業の趣旨に賛同して、協賛金をいただい

た企業・商店・個人等の皆様をご紹介してお礼に代えさせていただきます。 

 お寄せいただいた協賛金は、プランターカバー製作費・苗代等に使用させていただきました。 

 次年度以降の取り組みに対しても引き続きご支援ご協力頂きますようお願いいたします。 

 

～・～・～・～・～ 企業・商店・団体等 ～・～・～・～・～  （敬称略） 

アーリータイムス・医療法人ながえ会・北備建設㈱・児玉医院・七塚石油販売㈱・牧原歯科医

院・ユカワ紙化産業㈱・㈱細川青果・㈱みづほ・㈲クマモト・㈲庄栄産業・㈲新和鋪道・㈲ス

テップ・アサヒグループホールディングス㈱・鮮コーポレーション㈱・新興運輸㈱・新興商事

㈱・長岡商事㈱・医療法人片岡歯科医院・尾原木材㈱・笠原産業㈱・清木建設㈲・西田産業㈱・

㈱和泉光和堂・㈱大歳組・㈱角栄組・㈱敬ちゃん時計店・谷川喜彰税理士事務所・㈱チュウゲ

イ・㈲中田建設・㈲はなや・㈲山谷建築設計事務所・シンセイアート㈱・備北交通㈱・㈱エー

ビスコンサルタント・㈱サンヒルズ庄原・㈲総建開発・㈲林商会・㈲光永運送・㈲メイト・小

林建設㈱・日本アルファー工業㈱・庄原市総合サービス㈱・庄原石油商業組合・庄原ロータリ

ークラブ・㈱たけだ・㈱西田商店・㈲石田設備工業・㈲石田タクシー・㈲カントリーランド・

㈲三原火薬店・㈲三誠金属工作所・広島住研㈱庄原営業所・グリーンウインズ共同体備北公園

管理センター・庄原ライオンズクラブ・㈱グリーンウインズさとやま・国際ソロプチミスト庄

原・庄原法人会・増田歯科技工所・ＮＳウエスト㈱・協同組合庄原ショピングセンター・庄原

郷心会・平田岡本合同事務所・First train合同会社 

 

～・～・～・～・～ 個 人 ～・～・～・～・～ 

亀井静香・藤光 有・矢吹昭善・糸谷百合子・貝﨑光昭・久保隆治・竹森弘子・山根啓荘 

寺迫美智枝・児島直子・吉原正明・胡子悦子・佐藤浩子・堤 由美子・袮宜邦男・松島里水 

増田敏明・福田浩司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

  

 編 集 後 記 

 コロナ禍のなか 2 度目の新年を迎えました。 

⬥テレビを点けると、連日コロナ関連の報道がされてい

ます。今、流行しているオミクロン株はこれまでの種と

は違い、症状は軽いが感染力が非常に強いとのこと、今

後、この変異種が主流となるようです。一生コロナと付

き合うことになるのか、この種でコロナが収束するの

か、今後の一年間が重要な時期になると思えます。 

⬥自治振興区だよりの中の「～ いにしえの郷『庄原』か

らの伝えごと～」が近代(明治)に入りました。 

歴史的に身近な地名や史跡、出来事が記載される内容

になると思われます。 

 ご家族そろって一読され、歴史に興味をもって頂けれ

ば幸いです。 

 

－ 庄原花のまち応援隊 ― 

荒木 記 

3月の振興区主催行事予定 

趣旨に賛同し多くの企業・商店・個人様から協賛金をいただきありがとうございました！！ 


